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研 究 報 告

はじめに

伊王島の遠見岳南東の大中瀬戸灯台から畔ま

での海岸には多くの松岩 (珪化木)力 転`がつて

お り、その珪化木のほとんどは穿孔員によつて

見事に穿孔 されていた (写真 5)。 これは、長

尾 巧 (1926)の 「沖ノ島層には多数の炭化 し

た木片および■
“

あによつて穿孔された流木片

があり、多くは角が取れて丸くなっているJに

相当するものであろうと思われる。その年代は

上部始新世に当たる。

ほとんどは砂管 (サ ン ドパイプ)と して産出

した。その中に数個だけ (写真 1,2)、 印象

の残る化石標本を探 し当てることができたので

紹介する。標本について長崎県地学会員であつ

た生物に詳 しい西海町立西小学校 (当 時)の松

林金造先生、長崎北高等学校 (当 時)山本愛三

先生にお尋ねした。特に山本愛三先生には現生

標本 (写真 3,4)を 見せていただき、カモメ

阪 口 和 則 伏オ寸市)

ガイモ ドキの仲 間で あるこ とを教 えていただい

た。珍 しい化石 なので報告す る。

現生標本の記載 (写真 3,4を 参照 )

Genus  勉 ′t餐′α  Blainvill 1825

カモ メガイモ ドキ属  ニオガイ科

種  類 :物rr_ノα srr′αね (LIDINE)

カモ メガイモ ドキ (本州紀伊以南 )

Syn.  睦 s9p力ο′αs ,77′クSg″α″οsα  IW.TAKI et

Habe ;P力οt銀 ιν′笏′α YOKOYAMA.1924;

曲 tes″ s″″″ わりοιぉお YOKOYttLヽ  1927

記載 :

1.殻 前方は被板で閉じられ、後方は細ま り

後端は開く、殻表は 2区に区切 られ、前区は鑢

目状の彫刻があり、後区は成長脈のみで、殻頂

部をおお う前板は亜方形でよく発達し、細長い

後板 と腹板がある。木材に穿孔する。体長約 1

Clll。

長崎市沖ノ島 松岩の中の穿孔貝

協 ′′ωブα in the Okinosima FOrmation

Kazunorl SAKAGUCHI

写真 2 化石カモメガイモ ドキ 2写真 1 4ヒ 石カモメガイモ ドキ
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長崎市沖ノ島 松岩の中の穿孔貝

写真 3 現生カモメガイモ ドキ 1

2鑢 目状の部分は放射肋で区切 られていない。

3海表面の流木などに穿孔する。

化石の観察

洪水などで流 された流木に穿孔 し、さらに流

木 とともに水底に没 し泥や砂に覆われ、のちに

珪化や炭化作用などの続成作用を受け、生体の

ほとんどは溶け去 りわずかのものの印象が幸い

にも残って貝殻の印象をとどめた。サン ドパイ

プ状の標本の表面は石炭がびっしりと張 り付い

て、標本が小さいこともあつて手作業では取 り

除くことが難 しい (写真 6)。

写真 5の巣穴の断面を見るとほとんど交差す

ることなく、密集 して巣穴が穿たれていること

に興味がわく、またそれぞれの巣穴の壁は補強

のために薄い (0.4111111程 度の)石灰質の沈着物

でコニティングされている。

“νb″たs′α" ′″たЙ′ノ′α YOKOYAMA の 原 記 載

(Katsura OYAMA,ほ か  (1960))

左殻長 さ20111111、 高さと幅は10111111。 横長で、高く

て最もふくらんだ部分は丸くなった前方に近い

ところにある。そ して後の丸まった終端に向

写真 4 現生カモメガイモ ドキ 2

かつて低 く、すばまっている。明瞭な縦の溝状

の数が殻頂から腹縁に向かつて走っている (そ

れはわずかに傾いてお り下部は上部より後に位

置する)に よつて表面が非常に不等則に 2つ の

部分に分かれる。大きい後区の部分は明瞭な同

心円状の溝 (よ り広く、平らな うね状)が見ら

れる。

前区には細かい条線があり後区のうね状の条

線 とは連続する。これらの条線には非常に細か

なギザギザがあり、はじめは傾き、すぐに上向

きに急角度で曲がり、その後ほとんど水平にな

り前縁に延びる (下部漸新世、北海道雨竜郡産)。

手元の標本では、前区と後区を区切る縦の溝

状の数が、殻頂から腹縁に伸び、広い後区は幅

の広い同心円状の成長脈が見られる。狭い前区

は細かい鋸歯状の成長板肋が刻まれ、成長肋は

大きくうねっている。

``九物′たsノα'' ′クた力θノ′α YOKOYALIAと

'ヒ

較 サ
~る

と殻長の大きさが1011111と 小さく、同じ種 とは考

えられない。

従つて、この化石の種名は “クレ溶 Jα"sp.

としておく。

響彎や

1基|:
現生カモメガイモ

写真 5 珪化木に穿たれた巣穴の断面
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